
2020年度の業績
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（百万円）

19年度 20年度 前年比

経常収益 13,286 13,016 △270

業務粗利益 10,702 10,864 162

資金利益 9,439 9,358 △81

役務利益 1,108 1,314 206

その他業務利益 154 190 36

うち債券関係損益 31 138 107

経費 9,280 9,321 41

実質業務純益 1,422 1,542 120

コア業務純益 1,390 1,404 14

株式等関係損益 552 254 △298

総与信関連費用 715 354 △361

経常利益 1,449 1,571 122

特別損益 △92 △79 13

当期純利益 894 969 75

損益状況

～貸出金利息や役務利益の増加、総与信関連費用の減少等により増益～

2020年度業績の概要

決算概要

経常収益 13,016百万円（前年比△270百万円）

・有価証券利息、株式等売却益の減少
・貸出金利息、役務収益の増加

コア業務純益 1,404百万円（前年比＋14百万円）

・役務利益の増加
・経費の増加（退職給付費用の効果減少）

経常利益 1,571百万円（前年比＋122百万円）

・実質業務純益の増加
・株式等関係損益の減少
・総与信関連費用の減少

当期利益 969百万円（前年比＋75百万円）

・経常利益の増加
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貸出金利回 預金利回

～貸出金利息は増加するも、有価証券利息の減少により資金利益は減少～

資金利益

資金利益増減要因
（百万円）

19年度 20年度 前年比

資金利益 9,439 9,358 △81

うち貸出金利息 8,827 9,040 213

うち有価証券利息 900 556 △344

うち預金利息(△) 341 318 △23

資金利益内訳

9,439 
9,358 

19年度 20年度

（百万円）

+213 +23

預金 有価証券貸出金

貸出金・預金利回

（％）

1.08

+27

その他

△811.20 1.13 1.11
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～預金・貸出金残高は期末過去最高を更新～

中小企業向け貸出

預金・貸出金

（億円）

20/3末 21/3末 前年比

預金残高 9,346 9,553 207

うち個人預金 6,519 6,856 337

うち法人預金 2,230 2,145 △85

預金残高

（億円）

20/3末 21/3末 前年比

貸出金残高 7,786 8,293 507

中小企業向け 2,452 2,825 373

個人向け 2,466 2,492 26

公共・その他 2,866 2,975 109

貸出金残高 7,786 8,293 507

うち鳥取県内店 6,142 6,569 427

うち鳥取県外店 1,644 1,723 79

貸出金残高

鳥取県内店貸出金

2,183 
2,304 

2,452 

2,825 

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末

（億円）

6,075 6,138 6,142 

6,569 

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末

（億円）
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1,444 
1,212 

1,036 

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末

（億円）
1,216億円

前年比17.3%増

年間増減額 179

国債 △73

地方債 136

社債 33

その他 83

有価証券残高

有価証券評価損益

～有価証券の66％は安全性･流動性の高い国債･地方債で運用～

20/3末 21/3末 増減

評価損益 6 13 7

株式 △2 1 3

債券 12 10 △2

その他 △3 2 5

（億円）

国債
9.3%

その他
証券
8.9%

残高構成比（21/3末）

株式
4.5%

社債
20.5%

有価証券

※外国証券残高なし

（億円）
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役務利益 役務収益推移

～法人関連手数料、預り資産関連手数料が増加し役務利益は増加～

役務利益

（百万円）

19年度 20年度 前年比

役務利益 1,108 1,314 206

役務収益 2,455 2,663 208

法人関連手数料 247 343 96

預り資産関連手数料 795 933 138

投信関連手数料 469 700 231

保険手数料 304 216 △88

金融商品仲介手数料 22 17 △5

役務費用 1,346 1,349 3

支払手数料・保証料 590 557 △33

1,414 1,382 1,413 1,387 

701 
615 

795 933 

168 320 

247 

343 

17年度 18年度 19年度 20年度

法人関連手数料 預り資産関連手数料 その他

（百万円）

2,663

2,3172,283

2,455
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自己資本比率 不良債権比率

～自己資本比率は健全な水準を維持、不良債権比率は低水準を維持～

459 
415 411 409 

9.40 
8.37 8.14 8.12 

9.81 9.53 9.46 

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末

自己資本 当行 地銀平均
（億円） （%）

1.35 
1.18 1.28 1.26 

1.65 1.73 1.67 

18/3末 19/3末 20/3末 21/3末

当行 地銀平均
（%）

20/3末 21/3末 増減

自己資本 411 409 △2

うち調整項目 △50 △55 △5

リスク･アセット等 5,055 5,043 △12

自己資本比率 8.14% 8.12% △0.02%

（億円）

20/3末 21/3末 増減

不良債権額 102 108 6

正常債権 7,910 8,427 517

総与信額 8,012 8,535 523

不良債権比率 1.28% 1.26% △0.02%

（億円）

健全性

7

国内基準
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～中小企業向け貸出金残高、投資信託残高は大幅に上回って達成～

前中期経営計画の達成状況

中小企業向け
貸出金残高 投資信託残高 非金利収益比率※ 当期純利益

スタート時

（17年度） 2,183億円 331億円 8.7％ 10.9億円

最終年度目標

（20年度・修正後） 2,500億円 435億円 12.6％ 7億円程度

20年度実績 2,825億円 469億円 12.2％ 9.6億円
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※非金利収益比率＝役務取引等利益÷（業務粗利益－国債等債券関係損益）



～経常利益13.5億円、当期純利益9億円を計画～

（億円）

20年度 21年度

予想

前年比

業務粗利益 108 107 △1

資金利益 93 93 0

役務利益 13 13 0

その他業務利益 1 0 △1

うち債券関係損益 1 0 △1

経費 93 92 △1

コア業務純益 14 14 0

与信コスト 3 4 1

経常利益 15 13 △2

当期純利益 9 9 0

1株当たり配当金（年） 50円 50円 ±0円

年間配当額（百万円） 468 468 ±0

配当性向（%） 48.2 52.0 ＋3.8

業績予想

業績予想

①コンサル支援の取組みを深化

・経営改善目線での中長期的な支援強化
・法人AMA※の拠点配置による付加価値向上
・法人営業担当者の人員増強

※AMA：エリアマネジメントアドバイザー

②投資信託残高の積上げ

・選抜研修等による人財育成
・積立投信契約の推進
・長期分散投資提案

③経費

・人件費の適正管理継続
・デバイス・ネットワーク改革へ投資

④与信コストコントロール

・本部・営業店による経営改善支援強化
・経営改善支援や事業再生に係る取組強化

業績予想のポイント

9


